
採用後はトレーナー（新人育成を

担当する先輩職員）を中心に、職

場内でサポートする体制があり、

経験に応じた研修を受講しながら

業務に従事し、成長することがで

きます。様々な分野を経験した後

には、責任職（管理職）や専門性を

極め専任職（スペシャリスト）とし

て進む道など、複数の昇任システ

ムがあり、力を発揮するチャンス

が広がっています。 

 【保健師に関する問い合わせ】 

健康福祉局地域福祉保健部福祉保健課 

 TEL：045-671-4069 

 FAX：045-664-3622 

   検索  ⇒ 横浜市保健師紹介 

『横浜市 保健師紹介「信頼。」』 
 

 【採用に関する問い合わせ】 

 横浜市人事委員会事務局調査任用部任用課 

TEL：045-671-3347 

FAX:045-6４1-2757 

 
 
 
 
 
■人口：約 377 万人（市町村で第 1 位） 

■18 区の行政区 

■常勤保健師数：約 600 人 

■主な配属先： 

区役所(福祉保健センター) 

市役所、他 

■配属分野： 

行政分野（福祉保健、高齢障害、 

こども、企画施策等）、産業保健分野 

 

横浜市（よこはまし） 

横浜市は保健師の人数が約 600 人と多く、

定期的な異動もあるため、経験豊富な先輩保健

師と出会えることに魅力を感じています。現在

入庁して初めての職場ですが、新しい事業の企

画に携わり、アイデアが実際の取り組みとして形

になったときに、やりがいを感じています。日々

の業務で悩むこともありますが、先輩や上司、同

期など気軽に相談できる仲間がたくさんいるた

め、安心して働くことができています！ 

 ぜひ横浜市で、一緒に働いてみませんか？ 

(入庁３年目保健師） 

自治体概要 活動風景 

先輩保健師からメッセ－ジ 問合せ先 

横浜市の保健師活動の魅力 

横浜市では、業務分担制と地区担

当制を基本としています。 

福祉保健センターには、各課に地区

担当保健師がいるので、複数の保

健師で地区について話し合う機会

があります。 

一つの基礎自治体で、母子や高齢

者保健などを担う「市町村保健セ

ンター」と、感染症対応や障害者支

援、難病患者支援などを担う「保

健所」の機能があり、多様な経験

が出来ます。 

健康格差、孤立や虐待など大都市

ならではの課題にも他職種や関係

機関と連携し、取り組んでいます。 

感染症の蔓延を防ぐ

ため、平時から研修

や個人防護具の着脱

訓練等を行い、健康

危機管理対策を行っ

ています。 

政令指定都市ならではの 

保健活動 

安心して働き、成長できる 

たくさんのチャンス 
地域特性に応じた保健活動 

配属先も様々。 

課を超えて、保

健師同士や多

職種と連携し

ています！ 


